
野田政権はこの週末、ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）

への協議参加を決定し、ＡＰＥＣで発表しました。この政

策が意味するものは、関税撤廃によってコメ農家の９割を

つぶし、医療や社会保障を崩壊させ、労働者をさらなる非

正規と大失業に突き落とすことで、経団連に巣くう一握り

の資本家だけが延命するということです。「１％」の富裕

層のために、９９％の人民は死んでも構わないとする極限

的な新自由主義攻撃です。生きるために、こんなものはつ

ぶす以外にありません。

さらに、野田は消費税１０％引き上げをフランスで行わ

れたサミットで発表し、原発事故が何ひとつ収束せずして

原発再稼働・海外への輸出に突き進もうとしています。ま

た、大震災を千載一遇のチャンスとして、東北に「労働基

本権」適用除外の経済特区を作ろうとしています。沖縄へ

の米軍基地建設も強行する構えです。一言で言って野田は、

大恐慌と国家財政破綻の恐怖にうち震え、労働者人民にす

べての犠牲を転嫁する以外に延命できなくなった資本家の

救済策を強行しているだけだということです。

だが、私たちにやつらを救済してやる必要も義理もあり

ません！ 私たち９９％の労働者・学生こそが社会の主人

公であること、私たちがどんな未来を選択するか、やつら

に教えてやる時です。

世界を見てください！ ギリシャで「公務員は怠け者」

というデマを打ち破り、ゼネストや大デモに立ち上がりパ

パンドレウ政権を打倒しました。イタリアでもベルルスコー

ニ首相を倒しました。次は私たちが野田政権を倒す番です。

こんな政権はただちに倒せる！ １１・６から闘いは始ま

りました。キャンパスで原発反対・野田打倒の大行動にと

もに立ち上がり、１２・１０反原発大デモに集まろう。
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原発再稼働・ＴＰＰ・首切り・非正規職化・大増税

に突き進む野田政権を倒せ！ 法政大学文化連盟と

全国から結集した学生が都心をデモ。【11月６日】

イタリア・ローマでは財政破綻を理由に大首切りと

増税を進めるベルルスコーニ首相を数万人のデモの

力で退陣させた。【11月７日】



●新自由主義が

学生の反乱生み出した
11月９日、カリフォルニア大学バー

クレー校で巨大な集会と「占拠」運動

が爆発しました。キャンパス内のスプ

ロール・プラザに3000人の学生と大学

職員の労働組合が結集。デモ隊は、近

くのバンク・オブ・アメリカ支店まで

デモをし、閉店に追い込んだ。

「教育は学費ローン地獄だ！」「教

育予算カットするな！授業料なくせ！

教育を無料化せよ！」「われわれは

99％だ！ 理事会は１％だ！」－スロー

ガンは法大闘争と同じだ。 学生たち

は「総会」を開き、「（学費値上げを

決定する）16日の理事会の会合を封鎖

する」こと、そして「スプロールプラザにキャンプを設営

し、民営化と教育予算カットを覆す。...全米的な『占拠運

動』と連帯する」ことを決議した。

アメリカの仲間は、法大当局の不当処分に猛然と抗議し、

昨年訪米した法大生（洞口さん）とともにスクラムを組ん

だ仲間たちだ。学生に国境はない。法大から新自由主義大

学と闘い、世界の学生とともに社会を変えよう！

｢再稼働阻止！全原発廃炉｣に向けてキャンパスから行動を！

①原発反対の大デモに参加しよう！

【要項】12月10日（土）日比谷野外音楽堂 13:30～集会・パレード

②署名と一言メッセージに
協力お願いします！

～11.6に参加して～

11月６日、日比谷野音におよそ6000人の学生・労働者が集

いました。

前半の熱い若者大会から始まり、後半の全国労働者総決起集会

では、全国各地、また、韓国、アメリカ、ドイツから労働者が集

まって、原発や雇用の問題について意識を共有しました。壇上に

上がる方の置かれた立場は様々でも、訴えた内容は奥でひとつに

つながっているのだということを感じました。また、反原発・反

失業というテーマが、国境を越えてみんなのテーマになっていた

のが印象的でした。

私たちは、今まで奴隷を作るための教育を受け続けてきたのか

もしれません。つまり、誰か主人のような上の存在に従って、何

でも素直に命令を受け入れて、その上、決して集団を作ってそれ

に逆らうことがない。逆らうことはできないと思っている。しか

しそうではなかったのです。たとえ、国家や会社や先生など、上

の立場にいる人でも、

判断を誤ることがある。

人の生命や暮らしを顧

みず、自分たちの利益

に突っ走ってしまうこ

とだってある。そんな

ときには、私たち学生、

そして労働者が、問題を共有し、団結し、立ち上がっていいんだ

ということをこの集会ではっきりと感じました。

デモで街を歩いているときに、歩道から手を振ってくれる人が

何人かいました。日比谷野音に集まるまでには至らなくても、同

じ問題意識を持っている人が確かにいるのだということがわかり

ました。そしてその数は、潜在的にはもっといると思うし、今後

呼びかけていくことによってもっと広がっていくと思います。そ

の先駆けとしても、11.6に6000人が集ったことは大きな意味

を持つのだということを感じました。(Ｈ）

福島の怒りと一つに「原発なくせ」とデモ


